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 蛋白質アルギニン側鎖の構造動態を評価するためのパルスプログラム（Yoshimura et al. (2017) Angew. 

Chem. Int. Ed.）を用いて、N-アセチル転移酵素の 13C 検出型による NMR測定をおこなった。蛋白質に

含まれる 8つのアルギニン残基の帰属を完了し、グアニジノ基の 13C・15N・15N 化学シフト値を得

ることができた。特定のグアニジノ基では、構造揺動に由来する 13C の速い横緩和による NMR信号

の減弱がみられた。くわえて、異種核検出のためにデザインされた極低温プローブを装着する 500 MHz 

NMR 装置を用いることで、1H/15N 交差分極による磁化移動を利用して、15N 直接観測による 2 次元

1H−15N相関スペクトルを取得することに成功した。 

 上記のほかに、核内受容体蛋白質や熱ショック蛋白質の主鎖 NMR 信号の帰属を試みたが、十分な感

度での NMR信号を得るには至らなかった。今後は、試料調製法の改良や非線形サンプリング法による

スペクトルの質の改善を目指す。平成 30年度についても、超高磁場 NMR装置の使用を希望する。 
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